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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 94,851 13.2 9,437 72.7 9,425 64.1 6,135 69.7
27年3月期第2四半期 83,819 15.6 5,465 37.7 5,744 40.0 3,615 29.2

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 5,796百万円 （41.9％） 27年3月期第2四半期 4,083百万円 （16.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 61.56 ―
27年3月期第2四半期 36.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 178,355 110,954 62.2
27年3月期 182,167 105,958 58.1
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 110,859百万円 27年3月期 105,865百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 6.00 ― 8.00 14.00
28年3月期 ― 7.00
28年3月期（予想） ― 7.00 14.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 205,000 6.1 16,000 17.3 16,500 14.8 11,000 20.1 110.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は【添付資料】４ページ「会計方針の変更」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 100,000,000 株 27年3月期 100,000,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 322,191 株 27年3月期 319,254 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 99,679,433 株 27年3月期2Q 99,689,395 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の増加を背景に、設備投資や個人消費

が底堅さを維持したものの、新興国を中心とする海外経済の景気減速による影響が危惧される中で推

移いたしました。 

 こうした中、当社グループは、新たな３カ年の中期経営方針の運営を開始し、「事業基盤の堅持と

『殻』を破る新たな挑戦」を基本方針として、企業価値の更なる向上に向けた諸施策を実行いたしま

した。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は 101,766 百万円(前年同期比 0.3％減)

となりましたが、前年同期に比べ為替が円安で推移したことが航空機セグメントの増収につながった

ほか、特装車セグメントにおいて増産投資等により高い需要水準に対応したことなどから、売上高は

94,851 百万円(同 13.2％増)となりました。 

 損益面は、為替の円安での推移が寄与したことなどから、営業利益は 9,437 百万円(同 72.7％増)、

経常利益は9,425百万円(同 64.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は6,135百万円(同 69.7％

増)となりました。 

 

 当社グループのセグメント別経営成績の概要は次のとおりであります。なお、各セグメントの受注

高及び売上高には、セグメント間の内部受注高及び内部売上高を含んでおります。また、文中の受注

(高)及び売上(高)の増減は、前年同期との比較であります。 

 

航空機セグメント 

防衛省向けでは、コンポーネントの受注が増加したほか、ＵＳ－２型救難飛行艇の製造が進捗した

ことから、受注、売上ともに増加いたしました。 

また、民需関連は、為替が円安で推移したほか、ボーイング社向け製品の受注が増加したことなど

から、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は24,849百万円(前年同期比30.1％増)、売上高は22,767百万円(同

20.4％増)となり、営業利益は 5,499 百万円(同 123.3％増)となりました。 

 

特装車セグメント 

車体等の製造販売では、建設関連車両の需要が極めて高い水準だった前年同期に比べ受注は減少し

たものの、なお堅調な需要に増産投資等で対応した結果、売上は増加いたしました。 

 また、保守・修理事業は、受注、売上ともに減少いたしました。 

 このほか、林業用機械等は、前期に引き続き高水準を維持し、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は39,530百万円(前年同期比17.2％減)、売上高は42,336百万円(同

8.3％増)となり、営業利益は 3,833 百万円(同 10.1％増)となりました。 
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産機・環境システムセグメント 

 流体製品は、機器の販売が堅調に推移したことなどから、受注、売上ともに増加いたしました。 

 また、メカトロニクス製品は、真空成膜装置の受注件数が減少したことなどから、受注、売上とも

に減少いたしました。 

 このほか、環境関連事業は、運営管理業務の受託等により受注が増加し、廃棄物処理施設の工事進

捗等により売上も増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は 15,426 百万円(前年同期比 1.5％増)、売上高は 11,776 百万円(同

23.1％増)となりましたが、営業損益は 202 百万円の損失となりました。 

 

パーキングシステムセグメント 

機械式駐車設備は、都市部での需要に回復の兆しがあることなどから、受注、売上ともに増加いた

しました。 

また、航空旅客搭乗橋は、受注、売上ともに増加いたしました。 

 この結果、当セグメントの受注高は 14,869 百万円(前年同期比 4.3％増)、売上高は 13,049 百万円(同

13.2％増)となり、営業利益は 854 百万円(同 57.1％増)となりました。 

 

その他 

 建設事業において、受注、売上ともに増加したことなどから、当セグメントの受注高は 8,469 百万

円(前年同期比19.0％増)、売上高は6,216百万円(同1.6％増)となり、営業利益は396百万円(同90.1％

増)となりました。 

 

 

(２) 財政状態に関する説明 

 当第２四半期末における総資産は、たな卸資産は増加したものの売上債権を回収したことなどによ

り前連結会計年度末に比べて 3,811 百万円減少し 178,355 百万円となりました。負債は、仕入債務の

減少や、法人税等の納付などにより、前連結会計年度末に比べて 8,807 百万円減少し 67,400 百万円と

なりました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことなどにより、前連結会計

年度末に比べて 4,995 百万円増加し 110,954 百万円となりました。これらの結果、自己資本比率は、

前連結会計年度末の 58.1％から 62.2％に上昇いたしました。 
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(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年７月 30 日に公表した業績予想から変更

しておりません。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日)、「連結財務諸表に

関する会計基準」(企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日)及び「事業分離等に関する会計基

準」(企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日)等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期

純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。 

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日)

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

航空機 特装車

産機・環境

システム

パーキング

システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 18,910 39,107 9,560 11,501 79,080 4,738 83,819 ― 83,819

セグメント間の内部

売上高又は振替高 ― 2 5 21 30 1,378 1,408 △1,408 ―

計 18,910 39,110 9,566 11,523 79,111 6,117 85,228 △1,408 83,819

セグメント利益又は

セグメント損失(△)

2,462 3,483 △330 543 6,158 208 6,367 △901 5,465

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△901百万円には、セグメント間取引消去15百万円､各報告セグメントに配分していない全社

　　　費用△917百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験研究

　　　費であります。

    ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　 該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日)

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

航空機 特装車

産機・環境

システム

パーキング

システム

計

売　上　高

外部顧客への売上高 22,767 42,333 11,775 13,044 89,920 4,930 94,851 ― 94,851

セグメント間の内部

売上高又は振替高 ― 3 1 5 10 1,285 1,295 △1,295 ―

計 22,767 42,336 11,776 13,049 89,930 6,216 96,147 △1,295 94,851

セグメント利益又は

セグメント損失(△)

5,499 3,833 △202 854 9,985 396 10,381 △944 9,437

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、不動産事業、ソフトウェア事

　　　業等を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△944百万円には、セグメント間取引消去△33百万円､各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△911百万円が含まれております。全社費用は､主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び基礎的試験

　　　研究費であります。

    ３．セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　 該当事項はありません。

報告セグメント

その他

(注1)

合計

調整額

(注2)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注3)

報告セグメント

その他

(注1)

合計

調整額

(注2)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注3)
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